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取 扱 説 明 書

こ のた びは ラ ディ ック ス 製品 をお 買 い求 めい た だき まし て 誠に あり がと う ござ いま す 。

ご 使用 前に 、 取扱 説明 書 をよ くお 読 みの うえ 正 しく お使 い 下さ い。

ま た、 お読 み にな られ た 後は 、大 切 に保 存し て 下さ い ｡

RDE-シリーズ、RDL-シリーズ、及び RD-0721専用のバラン付マウントセットです。

ご使用に際しては、 各 エレ メン ト セッ トに 添付してあります取扱説明書も合わせて良くお読みください。

安 全 に お 使い い た だ く ため に

●エ レ メン トが 周 囲の 電線 に 接触 する と 感電 した り 、無 線機 が 故障 する 恐 れが あり の すの で、 電 線の

そ ば には 設置 し ない でく だ さい 。

●落 下 防止 のた め 、ネ ジ類 の ゆる みが 無 いか 定期 的 に確 認し 、 長期 間ご 使 用に なら な い場 合は エ レメ

ン ト をは ずし て おい てく だ さい 。

●調 整 時や エレ メ ント の取 り 外し 時は 、 特に 下の 状 況を よく 見 て、 人通 り など のあ る 時は 絶対 に 作業

を し ない でく だ さい 。ま た 引っ かけ た りし ない よ うに 周囲 に 何が ある か 確認 後作 業 をし てく だ さい 。

●ア ン テナ を組 み 立て る時 は 安全 な場 所 で行 い、 マ スト 等に 取 り付 ける 際 は十 分注 意 し、 必ず 安 全ベ

ル ト を着 用し て くだ さい 。

●ベ ラ ンダ 等で の 作業 は片 方 ずつ 行い 、 手す りか ら 身を のり だ さな いよ う に注 意し て くだ さい 。

●風 の 強い 日や 雨 ・雪 の日 、 また 夜間 は 危険 です の で絶 対に 作 業は しな い でく ださ い 。

●送 信 中に エレ メ ント やハ ッ ト・ エレ メ ント には 絶 対に 触れ な いで くだ さ い。 やけ ど の原 因と な り大

変 危 険で す。 運 用中 は他 の 人も 危険 の 無い よう に 十分 注意 し てく ださ い 。

●周 波 数に 合っ た ベー スコ イ ルを 使用 し てく ださ い 。ま た、 時 々 VSWRの 確 認 を して 最 良の 状態 で 運用

し て くだ さい 。 VSW Rが 悪 化 し て いる 場 合は 原因 を 確認 し、 不 明の 場合 は 使用 を中 止 して くだ さ い。



パ ーツを 確認 しまし ょう

番号 部 品 名 数量 番号 部 品 名 数量

① エレメントホルダー 2 ⑫ 六 角ナ ット (M8) 4

② マ ウ ン ト ・プレート 1 ⑬ 六 角ボ ルト (M6× 12) 1

③ 六 角 ボ ル ト (M6× 40) 2 ⑭ 取 付金 具 1

④ Ｕ － ボ ルト (M6- 38) 2 ⑮ バ ラン 1

⑤ 平 ワ ッ シャ (M6) 6 ⑯ シ ョー ト 端子 2

⑥ Ｓ ／ Ｗ (M6) 6 ⑰ リ ード 線 2

⑦ 六 角 ナ ット (M6) 6 ⑱ 六 角ナ ッ ト (M4) 4

⑧ Ｕ － ボ ル ト (M8- 70) 2 ⑲ 内 歯ワ ッ シャ 4

⑨ マ ウ ン トブラケット 2 ⑳ マ ッチ ング・ケース (注 )

⑩ 平 ワ ッ シャ (M8) 4 ウ イ ン グ ナ ット (M4) (注 )

⑪ Ｓ ／ Ｗ (M8) 4

(注 ) ⑳ マ ッ チ ン グ ケ ー ス と ウ イ ン グ ナ ッ ト (M4)は 、 エ レ メ ン ト セ ッ ト の 付 属 品 で す 。 RD-B L/ G に は 付 属 し ま せ ん 。

組 立 方 法 ※ 7mm、10mm、13mm のスパナをご用意ください。

（１） ②マウント・プレートに ①エレメントホルダーを

右図のように取り付けます。

エレメントの角度は、90 ，゚130 ，゚170゜の３つか

ら適当な角度を選んで取り付けてください。



（２） ⑮バランのネジ部に、⑯ショート端子、⑰リード線、

⑲内歯ワッシャを通し、⑱六角ナット(M4)でしっかり

止める。

（３） ⑯ショート端子の溝に、⑳マッチング・ケース（注） を合

わせ､ ⑲内歯ワッシャを通して、 ウイングナット(M4)で

止める。

（注）⑳マッチング・ケースは、エレメントセットの付属品です。

（４） ⑮バランを、⑭取付金具に通し、⑬六角ボルト(M6X12)で止める。

（５） ⑧Ｕ－ボルト(M8)に、マストやベランダの手すり等、取付希望

の部分を通し、①マウント・プレートの穴に合わせて、⑬取付金具

といっしょに、⑩平ワッシャ(M8)と ⑪Ｓ／Ｗ(M8)を通して、

⑫六角ナット(M8)でしっかり締めます。

パイプ状のマストやマストの途中に取り付ける場合は、マスト

と ②マウント・プレートの間に ⑨マウントブラケットを挟んで

固定します。

φ 60の マス トを ご 利用 の場 合 は ⑨マウントブラケット を付け

ずに、マストに取り付けてください

（６）⑮バランに付けた ⑰リード線の端子を、⑲内歯ワッシャと

⑱六角ナット(M4)で固定する。

（７）ＭＰコネクターの付いた同軸ケーブルをバランのコネクター

部分に接続する。

【参考】 同軸ケーブルは別売です。調整後、防水のため自己融着

テープやビニールテープなどで巻いておく事をお勧めします。

【注意】 事故防止のためネジ類はしっかり締めて下さい。但し、工具

などで必要以上の力で締めると、破損することがあります。

【 ちょっと一言 】

バランはトリファィラ巻きを採用してますので、各端子間は全て導通

があります。ケーブルの導通チェックの時などはご注意ください。

アンテナは、設置場所や設置方法によって性能やVSWRに影響があります。



設 置上の 諸注 意
次の事項に注意して設置してください。

（１） 周囲の金属製の物（建物や他のアンテナ等）からは、できる限り遠くに設置してください。

また、左右のエレメントがそれらと平行にならないように設置してください。

（３） 地上や屋根の上のマストに取り付けて使用する場合は地上（屋根）より約 1.5m以上にあげてください。

あまり低いと VSWRの調整ができない場合があります。

（４） 事故防止のため、ネジ類はしっかり締めてください。長期において使用しない時は、エレメントをはずし

ておく事をお勧めします。特に高層住宅の屋上に設置する場合は思わぬ強い風を受ける事がありますので、

ご注意下さい。

（５） 垂直マストの途中に取付る場合は、必ず ⑨マウントブラケット をご使用ください。

（６） ネジ類はすべてステンレス製を使用しております。ステンレス製のネジはサビには強く強度もあるのです

が、ナットの締付時等に無理な力で締めますと焼付く（廻らなくなる）場合があります。 組み立ての際は

ゆっくりと行い、堅い場合は一端緩めてゴミやバリを取ってから再度締めてください。

（７） 強風等で破損している事も考えられますので、時々点検される事をお勧めします。

定 格

周 波 数 ････ ･･･ ･･･ ･･･ 3M Hz～ 60M Hz

イ ン ピ ー ダン ス ･････ 50Ω (1:1)

VSW R ･ ････ ･･･ ･･･ ･･･ 1. 4以 下 （ 7 ～ 54MH z に お い て は 1.2以 下 ）

耐 入 力 ････ ･･･ ･･･ ･･･ 30 0w （ オ ー ル ・ モー ド）

コ ネ クタ ー ･･･ ･･･ ･･･ Ｍ － Ｊ

適 合 マス ト ･･･ ･･･ ･･･ φ 32㎜ ～ φ 60㎜

重 量 ･･････ ･･･ ･･･ ･･･ 約 1.1㎏

バ ラ ン 挿 入損 失 ･････ 0. 25d B以 下 （ 7～ 30M Hz に お い て は 0.1 dB以 下 ）

耐 風 速 ････ ･･･ ･･･ ･･･ 瞬 間 最 大 風 速 30m/se c

● アマ チ ュア 局の 工 事設 計書 （ 申請 ・変 更 ）の 空中 線 の型 式に は 「ダ イポ ール 」 とお 書き く ださ い。

● この ア ンテ ナは ア マチ ュア 無 線用 のア ン テナ です 。 この 用途 以 外、 規格 外、 ま たは 正常 に 動作 し

てい な い状 態で の ご使 用に て 発生 した ト ラブ ルに つ きま して は 、責 任を 負い か ねま す。

● お買 い 求め いた だ いた 製品 は 厳重 な品 質 管理 のも と に生 産さ れ てお りま すが 、 万一 運搬 中 の事 故

等に よ る、 破損 な どが ござ い まし たら 当 社ま でご 連 絡く ださ い 。

〒266-0033 千葉市緑区おゆみ野南 5-10-6有限 会社
TEL 043(292)4959 ／ FAX 043(292)4963

ラ デ ィ ッ ク ス URL http://www.radix-inc.com E-mail info@radix-inc.com


